
施 設 名 新潟市音楽文化会館

管 理 者 名 財団法人新潟市芸術文化振興財団指 定 期 間 平成21年4月1日 ～ 平成26年3月31日

新潟市主管課 新潟市文化スポーツ部文化政策課

所 在 地  　区　　名　　　　中央区 住 所 一番堀通町３番地２

根 拠 法 令 ―

設 置 条 例 新潟市音楽文化会館条例

平成2３年度　公の施設目標管理型評価書【音楽文化会館】

設置：昭和５２年１１月
施設規模：鉄骨鉄筋コンクリート造，延床面積6,462.3㎡
施設内容：ホール（525人＋車椅子5人）
練習室（13室）
料金区分：午前，午後，夜間，全日の区分で場所ごとに料金を設定している。

管理･運営に関する基本理念，方針等

施設設置目的

施 設 概 要

音楽，舞踊，演劇等の芸術文化活動の普及振興を図り，明るく豊かな市民生活の形成に資する。

１　理念
　　新たな音楽愛好者を育てていくことを通じて，日常生活の中に音楽が息づく心豊かなまちづくりを行う

２　期待される機能
　　舞台芸術の振興や芸術文化活動の普及振興といった本質的な機能に加え，積極的な活動を通じて，都市の魅力を高めることや，良好な都市イメージ
を発信することによる，交流人口の拡大，経済波及効果の増大などの発展的機能も期待されています。

３　基本的使命
①　市民の文化活動への支援
②　文化を支える人材の育成
③　地域に根ざした文化創造

視 点 実績 評価 評価コメント

1 175,170 C
利用者増
加への対
策が必要

2 71.70% C
評価項目
1参照

3 99.40% A

4

利用報告書とア
ンケートを一体
化しており，利用
者の意見を聴取
しやすいシステ
ムとなっている。

A

5

受付担当者が，
規定にのっとり
対応している。舞
台利用者には技
術担当者も利用
者の希望を聞
き，満足度を意
識したサービズ
が行われてい
る。

Ａ

6 ―

7

①ホズピタリティ
向上の必要性を
スタッフに徹底し
ている。②職員
の服装や身だし
なみ，挨拶の励
行を徹底してい
る。③ホーム
ページやチラシ
に館でのアクセ
ス経路や問合せ
先をわかりやすく
掲載している。④
館内の案内表示
や利用案内を利
用者にわかりや
すく工夫してい
る。

Aホスピタリティに関する取り組み
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　B-2-③）

貸館利用者の意見やニーズを聴取するしくみの有無 実施していること

貸館利用者に対するサービスの提供
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　B-1-④）

鑑賞者の満足度（※２）

創造系作品鑑賞者の満足度調査
鑑賞系公演鑑賞者の満足度調査
普及系公演鑑賞者の満足度調査
育成系公演鑑賞者の満足度調査
→それぞれ90％以上

評価項目 評価指標

市 民

基準利用者数の達成 年間利用者数181,000人以上

基準稼働率の達成 ﾎｰﾙ稼働率　　74.0%以上

貸館利用者（主催者）満足度
貸館利用者の満足度調査で，90%以
上



8

レストラン，コ
ピー機など利用
者の声や要望を
反映させ，テナン
トと共同で，利用
の促進やサービ
スの改善に努め
ている。

A

9 ―

10 ―

11 ―

12 ―

13 ―

14 ―

15 ―

1
指定管理料

　103,120,224
円

A

2 33,707,699円 C
評価項目

１参照

3 589円 C
評価項目

１参照

1 長期的な視点にたった管理施設の保全
修繕計画に基づ
き，施設の保全
につとめている。

B

2

危機管理マニュ
アルが備えつけ
てあり，緊急連
絡体制も事務室
の分かりやすい
場所に掲示され
ている。

B

3

職員に使用方法
が周知されてい
る。過去に仕様
実績もあり，的確
に対応した。

B

4
毎月10までに
提出

B

年間鑑賞者数（※２）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ数・ｱｳﾄﾘｰﾁ回数（※２）

財 務

一人当たり経費
（年間総支出額÷年間延べ総入場
者数）が560円以下

長期修繕計画の作成し，必要に応じ
て見直しを行う。

安全責任者の配置と安全確保体制の確立 連絡体制の確立

事件・事故発生時の対応の適切さ ＡＥＤの使用方法の周知徹底

日常連絡の適切さ 月次報告書を翌月１０日までに提出

創造系事業市外公演回数（※２） 年間公演回数が，14回以上

経費の削減
指定管理料（管理経費・事業費補
助）を年度協定額及び交付決定額以
下　　指定管理料　103,652,000円

市の歳入の増加 使用料収入　35,500千円以上

普及系事業ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ数・ｱｳﾄﾘｰﾁ回
数が 年間 回以上

育成系事業延べ参加者数（※２）

育成系事業の延べ参加者数
ジュニアオーケストラ（13０人），ジュ
ニアコーラス（９０人）ジュニア邦楽（３
０人）アプリコット（５０人）以上

創造系事業の実施（※２） 年間公演回数が，24回以上

飲食，物販サービスに関する取り組み
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　B-2-⑧）

年間公演回数（※２） 自主公演の年間公演回数が，118公
演以上自主文化事業の年間鑑賞者数が，
100 000人以上育成系事業ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ数・ｱｳﾄﾘｰﾁ回
数が 年間６回以上

4
提出

B

5
4月30日までに
提出

B

6
改善勧告等は
特になかった。

B

7

文化政策の一環
として位置付け
た独自の運営方
針があり，劇場・
ホールの事業や
運営の指針と
なっており，達成
目標が明確であ
る。

B

8

施設の運営方針
は，ＨＰに掲載し
ている。
市民の意見や運
営改善，評価の
ためにアンケート
を実施している。

B

9

施設の運営方針
に基づいて，事
業ごとの評価，
運営・経営面か
らの評価を行
い，事業企画や
運営の改善に役
立てている。

B

10

市と定期的な
ミーティングを
行っている。運
営方針を踏まえ
ながら，経費節
減や経営の効率
化に取り組んで
いる。

B

11

財団内に個人
情報保護規定
があり研修が
実施されてい
る。

B

12
内部研修を
行っている。

B

13

就業規則に規定
があり職員への
周知がされてい
る。

B

1 A専門性の高い人材の配置，育成
館の各業務に必要な専門的知識や
技能，経験，資格等を備えた職員を
配置すること

受付にプロ
パー職員を配
置。また，職員

個人情報保護に関する実施の有無 実施していること

当該施設の管理に関する関係法令の遵守 コンプライアンス研修の実施

守秘義務の徹底
守秘義務違反に該当する問題がな
いこと

業 務

運営方針，事業目標の市民への公開
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　Ａ-0-⑥）

運営方針，事業目標に関する自己評価等の有無
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　Ａ-0-④）

運営方針を実現するための経営戦略の有無
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　C-1-①）

事業計画・事業報告の適切さ
事業報告書を翌年度４月３０日まで
に提出

改善を必要とする際の対応の迅速さ・適切さ
改善勧告等を受けた場合は，速やか
にそれに対応する。

運営方針，事業目標の位置づけ
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　Ａ-0-①）

日常連絡の適切さ 月次報告書を翌月１０日までに提出

2 A
スキル向
上に努め
ている

職員のスキルとモチベーションの向上
４段階評価（※１）を行い，３段階以
上にあること
（戦略・評価ユニットＮＯ　C-1-④）

置。また，職員
がビル技術管
理者になるな
ど，スキルの向
上に努めてい
る。

人 材



3
労働基準法違反
に関する事例は
なかった。

B
労働基準違反に該当する問題がな
いこと

総 合 評 価 （ 所 見 ）

入場者数、稼働率、施設使用料について、目標を達成できなかったが、アンケートによる貸館利用者（主催者）満足度については、99.4％と利用者の満足度は高く、職員
サービスやスキル向上にも努めている。
今後は、利用者の具体的な声を拾えるアンケート項目を新設するなど、利用者増加へつながる取り組みを検討していただきたい。

評価水準
　A　要求水準＝（評価指標）を達成し，かつその達成度・内容が優れている。
　B　要求水準＝（評価指標）が達成されている。
　C　要求水準＝（評価指標）が達成されていない。

※１ ４段階評価は，「公立文化施設における政策評価等のあり方に関する調査研究　公立ホール・公立劇場の評価指針(簡略版）」（財団法人地域創造発行）に掲載され
ている「戦略・評価ユニット」により行う。

※２ この項目については，（財）新潟市芸術文化振興財団が一体管理している市民芸術文化会館と併せて評価していますので，ここでの評価は，行っていません。

労働基準の充足


